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「2016 MFJ 全日本ﾄﾗｲｱﾙ選手権ｼﾘｰｽﾞ 第 5 戦 北海道大会」結果報告書 

 

ATS TRIAL TEAM 

 

 

 

開催日      ； 2016/7/14 (日) 

会場        ； 北海道 わっさむサーキット 

天候         ; 晴れ 

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ    ； ドライ 

観客数      ； 800 人 

ライダー 砂田 真彦 (ゼッケン 11) 小野 貴史 (ゼッケン 24) 

出場クラス 国際 A級スーパークラス 国際 A級 

コース設定 
10 セクション×2 ラップ 

+スペシャルステージ 2 セクション 
10 セクション×2 ラップ 

アシスタント 片倉 久斗 竹屋 健二 

順位 13 位 8 位 

獲得ポイント数 0 ポイント 7 ポイント 

ATS サポートメンバー ； 横倉 千裕 



 

                                                  

●小野 ランキングトップ死守 

 例年通りダイナミックなセクション設定ではありましたが、連日の晴天により路面コンディションが良く、

上位陣は差が付きにくい、ミスの許されない神経戦の戦いとなりました。 

 序盤の滑り出しは快調で、次々にクリーンを出しながら進めていきました。 

多くのライダーが減点 5 となった第 6 セクションでは、減点 5 となってしまいましたが、 

他はほぼ完璧に 1 ラップ目を終えようとしていた第 9 セクションで 

ミスによる減点 5 を取ってしまい順位を 8位に下げてしまいました。 

 

 

 

2 ラップ目には挽回を狙い、6 セクションも減点 3 でクリアーする事が出来たのですが、 

今度は第 8 セクション出口でミスをしてしまい、挽回ならず 8位でゴールとなりました。 

予想通りの接戦で 2位から 8位まで 6点の差と惜しい結果となりました。 

今回の結果でランキング争いも、1～３位のライダーが同ポイントに並び、 

勝利数で小野がランキングトップを死守している状況になっています。 

 



 

                                                  

●小野コメント 

今回、国際 A級クラスのセクションは全体的に難易度が低目に設定されておりミスをすると 

結果に響いてしまう精神的に厳しいレースでした。 

その為、下見を入念に行い、アシスタントの竹屋君とポイントとなる難所の攻略法を話し合いながら、

じっくりレースを進めました。 

自分の調子も悪く無かったので順調に走破していたのですが、1lap 目の終盤と、 

2lap 目の終盤に自分のミスから２つ 5点を取ってしまい大きく順位を落としてしまいました。 

北海道大会は得意としていた会場だったので残念な結果となりました。 

次戦まで時間が空きますので、気持ちを切り替えてしっかり準備したいと思います。 

今回も ATJ 役員の皆さん、ATJ 鷹栖営業所の皆さんはじめ沢山の方々に 

応援頂きましてありがとうございました。 

また、北海道までアシスタント、メカニックとして同行してくれたチーム員にも心より感謝しております。 

 

  

 

 



 

                                                  

●砂田 苦戦は続く 

 今年の北海道大会は、セクションの岩の配置などが変わり、 

昨年以上にテクニカルな設定となっていました。 

高低差が有り、飛んでいく設定の場所が多く、目が慣れていないと、 

気持ち的に思い切り攻める走りが出来ない、レースでもありました。 

  

 ダイナミックなセクションという事もあり 1 ラップ目は、なかなか良いラインを見つける事が出来ず、 

セクションを上手く走破する事が出来ませんでした。 

2 ラップ目に入ると他のライダーが 1 ラップ目に成功したラインを見て参考にし、 

減点を減らす場面もありましたが、逆にちょっとしたミスにより、減点を増やしてしまうセクションもあり、 

トータルで減点を思い通り抑えて走る事が出来ずに 1日が終わりました。 

 

 



 

                                                  

●砂田コメント 

 ここ数年好天が続き気温も上がる傾向だったので、しっかり体力面でのトレーニングをして、 

今大会に挑みました。 

 場所によっては思い通り走れるポイントも少しずつですが、増えてきていると思います。 

 

  

 

しかし相変わらずラインの読みの甘さや、 

細かいミスが多く様々なパターンの練習が必要だと感じました。 

残り 2戦まで少しインターバルがあるので、課題を明確にして少しずつ形にしていきます。 

 

今年も多くの会社関係の皆様が応援に駆けつけて頂き、頑張り所での一踏ん張りに 

貢献して頂きました。 

この度も沢山のご支援、ご声援をありがとうございました。 

●次戦予定 

次戦は、10/9(日)2016MFJ 全日本トライアル選手権シリーズ第 6戦中部大会です。 

引き続きよろしくお願い致します。 
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